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白浜町へ初めて漂着したアカボウクジラ(アカボウクジラ科)の記録

久保田　信* ・山口　一夫**・岸田　拓士*

Shin Kubota, Kazuo Yamaguchi and Takushi Kishida : First records of Ziphius cavirostris (Dephinidae)

stranded in Shirahama town, Wakayama Prefecture, Japan

は　じ　め　に

2006年11月13日にすさみ町の磯に死亡漂着した1個

体のクジラがDNA鑑定の結果,この海域には珍しいア

カボウクジラZiphius cavirostris Cuvier, 1823と同定され

たが(日本鯨類研究所調査部.私信),その記録以前に

淳着現場に近い2筒所にこの個体と推察されるクジラが

漂着を繰り返していた記録を得たので,これらの記録と

鼓終漂着時の現場記録も含めて報告する。

3つの漂着記録

1.白浜町日置の志原海岸へ生きたまま漂着

2006年10月29日午後1時噴,白浜町日置の志原海岸

道の駅近くの波打ち際で漂っているアカポウクジラ1個

体を,すさみ町の束原ルシアナ氏や和田　修氏が撮影

し,頭部や模様を含む体色や鰭の形状などが記録された

(図1, 2)c　その個体には気の付くような外傷はなかった。

吉田　仁氏によると,その個体は波にもまれ,長い砂

浜にただ1個だけあるテトラポットに物を打ち当てられ

たり,砂浜に横倒しになったりして弱った状態だった

が,尾鰭を動かすなど,生きていた。吉田　仁氏と松本

嘉平氏ら地元住民3人が海に入って押し返すと,沖へ向

かって背鰭を出した状態で遊泳し,やがて左方へ曲がり,

岩場に近い地点(水深数十m)で姿が見えなくなった。

2.すさみ町口和深に生きたまま漂着

2006年11月10日, 1と同じ個体と推察されるクジラ

が,直線距離で約10km離れたすさみ町口和探和深崎の

磯で死亡した例が下谷哲也氏により目撃された。そのク

ジラは沖から現場の磯につっこんで来て激突し,海中に

血を流し横たわった。 2日後に流れ去ったが,画像記録

は蝣J.い.I

3.すさみ町周参見へ死亡漂着

2006年11月13日,すさみ町周参見のホテル(シーパ

レス)の真下の海岸にクジラが死亡漂着し,翌日14日に

ホテルから紀伊民報への連絡で著者の一一人の山口が同日

午後1時頃に町職員とともに岩場に挟まるように浮かぶ

クジラを碓認した。山口による個体全体と各部位の撮影

画像が,財団法人日本鯨類研究所,森　拓也館長(すさ

み町立エビとカニの水族館),著者らの久保田と岸田に

送付され,アカボウクジラの一種と同定された。

久保田は11月15日早朝の干潮時にその個体の各体部

位の形状を撮影し,渡米中の岸田と連絡をとり,ペニス

の外翻より雄個体であることを確認した。本個体は腐敗

が進行し,腐臭,発生したガスのため体全体の膨張,流

血,背鰭や物の傷み,体の背面表皮の剥離が見られた(図

3, 4)c　吻の先に突き出た歯は見当たらなかった。

同日15日に,森　拓也氏はこの個体の全長を6.3mと

計測し, DNA鑑定用の肉片,鰭,下顎などを採集し日本

鯨類研究所に送付した結果,アカポウクジラZiphius

cavirostrisと判明し,ストランディングデータベースに

登録された(春号o-2013)。

以上の3つの漂着記録は,さまざまな状況から判断し

て,同一個体の連続した漂着記録として取り扱った。記

録1の通り,弱りながらも自力で遊泳し,その後は南へ

と流れに逆らって移動したが,記録2以降に死亡し,記

録3にあるように北へ運ばれ海岸に死亡漂着したと推察

される。

紀伊半島におけるアカボウクジラの漂着記録として

は, 1980年以降には串本町潮岬で1985年2月4日に漂着

のただ1個体の記録(国立科学博物館海棲噛乳類ストラ

ンディングデータベースhttp:/'/svrshl.kahaku.go.jp/indexJ.

html;岸田ほか, 2005)があり,白浜町-の漂着(岸田

ほか, 2003, 2004, 2005, 2006;久保田ほか, 2006)は

今回が初記録である。
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図1, 2　2006年10月29日に白浜町日置:の志原海岸道の駅近くの砂浜海岸へ生きたまま漂着したアカボウクジラ
(東原ルシアナ氏撮影)。

Fig. 1, 2. Live Ziphius cavirostris stranded on sandy beach near Michi-no-eki, Shihara-kaigan, Hiki, Shirahama town,

Wakayama Prefecture, Japan, on October 29, 2006 (photo by Ms Ruciana Higashihara on that day)

図3, 4　2006年11月13日にすさみ町周参見のホテルの真下の海岸に死亡漂着したアカボウクジラの雄(2006

年11月15日久保田信撮影)0

Fig. 3, 4. Dead male Ziphius cavirostris stranded on the seashore just in front of a hotel in Susami, Susami town,

Wakayama Prefecture, Japan, on November 13, 2006 (photo by Shin Kubota on Nov. 15, 2006)
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